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本論文は， IJ子 l民性不整脈と呼ばれる生理現象を，生体工学のJ'rJ:tj から{リ|先してねーた l つω シミュレ
ーションについて論述したものであり， 5 章から成る。

































電子回路には， 1C 素子を用い，記録部には，歯-車機構を用いている ωが l つの特徴である。
第 6 章は結論であり，本研究の成果とその意義を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，呼!此性不整脈と呼ばれる生理現象に関し，制御工学理論を大幅に適用し，かっ，新しく
開発した測定装置とアナログ計算機を自在に活用して解析した結果を記述したものである。
成果とするところは，吸気時の血圧下降が，圧受容器を介して迷走神経の興奮を抑え，ひん脈を起
こす現象が，すなわち，呼吸性不整脈であるという l つの仮設と，この仮説を立証するために構成さ
れた周到な生体工学的シミュレーションである。
したがって，本研究は，仮設自体として，医学，生理学の分野に貢献し，また，この分野における
基礎的問題の解明に，工学分野における理論，装置を活用する場合の可能性について多くの示唆を与
えた点に価値がある。
さらに，今後，人工心肺等の人工臓器を設計する上の重要なよりどころを与えた点においても意義
は大きい。
したがって，本論文は博士論文として，十分価値あるものと認める。
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